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私は、 月から 月の ヶ月間、イギリスのブリストルで英語を勉

強した。

そこにある“Soundwell College”はとても小さな学校で、クラスも

、 人程度の少人数制。ゲームを交えながら勉強することも多く、

教室を出て、英語でインタビューを行ったりもした。特徴的だったの

が、プライベートレッスン。そのための先生が、常時図書室の一角に

いて、英語をワンツーワン方式で教えてくれる。予約制だが、自分の

好きな時間に授業を受けられるため、人気も高かった。自分のペース

や能力、要望にあわせて行ってくれるのも、魅力の つだ。

クラスに日本人は私だけで、色々な国からの留学生がいた。（パキ

スタン人、イタリア人、中国人…）年齢層も幅広く、先生よりも年上

の生徒がいたくらいだ。はじめのうち、それぞれの国の人たちが持つ

英語のアクセントを聞き取るのに多少苦労したが、休み時間になる度

に、学内にあるカフェでコーヒーを飲みながらたわいもない話に花を

咲かせるうち、その問題はすぐに解消した。また、生徒のほとんどが

仕事を持っていて、授業が終わるといそいそと学校を後にする。その

内の女子生徒のほとんどが、au pair（オペアー）と呼ばれる仕事を

していた。ステイ先の子供の送り迎えや、家事などを手伝い、その交

換条件として、ステイ費とお給料をもらう。これがオペアーである。

私のホストファミリーは、若い夫婦と娘の 人家族で、私は家にい

る時間のほとんどを、もうすぐ 歳になる娘さんと一緒に過ごした。

私は彼女と遊ぶ中で、多くの事を学んだ。特に、大人達が小さい子供

と話す際に使う言い回しや単語など、学校では習えない生活に根付い

た英語を彼らからたくさん学ぶことができた。

また、彼らの家には私の他にも留学生がステイしていて、トルコ人

やチェコ人など、様々な国の人たちと交流することができた。みんな

が顔を合わせる夜には、一緒に映画やお芝居を観に行ったり、出身国

の料理を作りあったりと、他の留学生には、なかなか出来ない体験も

できた。

不安と戦いながら、一人で降り立ったイギリスの地で、私は本当に

たくさんの人と出会い、経験をし、学んだ。クラスに日本人は私一人、

そして同じホームステイ先で共に過ごした留学生。そういった恵まれ

た環境で勉強できた私は、本当に幸運だったと思う。これらの経験、

そして出会った人達は、私のかけがえのない財産である。

（ 年 月 日から 月 日まで大阪国際女子大学海外留学奨学生

として派遣）

留学生レポート留学生レポート

年 月、私は中国の西安から日本に来て留学生活

を始めました。はじめてのひとり暮らしで、しかも言葉

がまったく通じない外国ですから、とても心細く感じま

した。今の別科に通ってから、すこし安心しました。

事務室の先生方がとても親切で、何でも相談に乗って

くれました。講師のみなさんも熱心にいちから教えてく

れました。授業では単に言葉を学ぶだけでなく、日本の

風俗、習慣や政治に至るまで、知ることができました。

日本の伝統文化を身を持って体験して、以前知らなかっ

た日本人の気持ちがわかるようになりました。半年を経

て、日本語でコミュニケーションができるようになって

から、多くの日本人の友達を作りました。ことしの正月

月
に
大
津
市
を
中
心
と
し
た
滋

賀
県
で
「
第

回
世
界
湖
沼
会
議
」

が
あ
る
。
水
環
境
に
関
わ
る
事
柄
を

多
角
的
に
話
し
合

う
国
際
会
議
だ
。

同
じ
琵
琶
湖
を
源

と
す
る
淀
川
水
系

沿
い
に
あ
る
大
阪

国
際
学
園
の
皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
機

会
に
興
味
を
持
っ
て
欲
し
い
の
が
環

境
問
題
だ
。

ひ
と
昔
前
ま
で

環
境

を
口
に

す
る
人
は
、
反
公
害
意
識
の
強
い
革

新
系
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

世
紀

の
今
、
環
境
は
国
や
企
業
が
率
先
し

て
取
り
組
む
べ
き
共
通
の
最
重
要
課

題
だ
。
大
気
、
水
質
、
土
壌
の
悪
化

に
伴
う
地
球
温
暖
化
は
、
海
水
位
を

引
き
上
げ
る
。
稀
少
動
植
物
の
絶
滅

だ
け
で
な
く
、
将
来
は
人
間
が
地
球

に
住
め
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
。

少
し
前
の
通
販
生
活
の

「
エ
コ
夫
人
か
エ
ゴ
夫
人
か
」
を
ご

存
じ
？
。
市
毛
良
枝
さ
ん
が
「
丁
寧

に
ゴ
ミ
分
別
す
る
エ
コ
夫
人
」
と

「
私
一
人
く
ら
い
何
よ

と
ゴ
ミ

の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
エ
ゴ
夫
人
」

を
演
じ
て
い
た
。新
世
紀
は
そ
の「
私

一
人
く
ら
い
」
が
地
球
を
救
う
。

人
体
や
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
し

か
買
わ
な
い
、
と
い
う
姿
勢
が
メ
ー

カ
ー
を
動
か
す
。
簡
単
な
話
、「
私

は
再
生
紙
し
か
使
わ
な
い
」
と
み
ん

な
が
日
常
生
活
で
実
行
す
れ
ば
、
コ

ス
ト
で
優
位
に
立
つ

％
パ
ル

プ
紙
は
市
場
の
原
理
で
排
除
さ
れ
、

結
果
と
し
て
森
林

資
源
が
守
れ
る
。

遺
伝
子
組
み
替
え

食
品
も
、
売
れ
な

け
れ
ば
メ
ー
カ
ー

は
作
れ
な
い
。

北
河
内
地
域
が
長
年
断
水
も
な
く

発
展
し
て
き
た
の
は
、
淀
川
の
豊
か

な
流
れ
の
お
か
げ
。
次
世
代
に
自
然

と
資
源
を
財
産
と
し
て
送
っ
て
行
く

た
め
に
、
あ
な
た
も
出
来
る
こ
と
か

ら
始
め
て
み
よ
う
。

直

言

環
境
の
世
紀

環
境
の
世
紀

大
阪
日
日
新
聞
社
編
集
局
次
長

大
阪
日
日
新
聞
社
編
集
局
次
長

前
毎
日
新
聞
大
津
支
局
長

畑
山

博
史

前
毎
日
新
聞
大
津
支
局
長

畑
山

博
史

大阪国際女子大学人間科学部
国際コミュニケーション学科 回生 市原 菜穂子

イギリス留学で、私が学んだこと

（
敬
称
略
）

短
大

木
の
実
幼
稚
園
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
派
遣
学
生

池
田
裕
子

一
瀬
晴
子

井
上
真
紀
子

大
澤
佳
代

岡
村
美
佐

小
笠
原
祐

子

佐
藤
成
美
（
以
上
幼
教

）

女
子
大
人
間
科
学
部
海
外
留
学
生

井
田
博
子

高
田
敦
子

寺
西
有
理

福
田
由
美
子

藤
田
亜
希
（
以
上
国
コ

ミ

）

呉

聖
芬

任

慧

（
以

上
ス
ポ

）

吉
川
奈
緒
子
（
ス
ポ

）

吉
田
亜
弥
（
国
コ
ミ

）

女
子
大

日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ

ン
ト

山
本
理
恵
（
社
コ
ミ

）

公
文
素
子

中
空
聡
子

濱
野
睦
美

持
田
加
絵

赤
坂
怜
那
（
以
上
国
コ
ミ

）

佃

香
世
子
（
人
健

）

永
井
有
紀
（
ス

ポ

）

長
井
志
保
（
社
コ
ミ

）

神
農

茜
（
国
コ
ミ

）

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

女
子
大
の
福
田

智
名
誉
教
授
の

寄
付
金
に
よ
る
奨
学
金
が
今
年
度
よ

り
設
置
さ
れ
、
第

回
目
の
学
生
派

大阪国際女子大・短大
科目等履修生募集

生涯学習の一環として役立てていた
だくため、高等学校卒の学力を有する
社会人（女性）のみなさんに本学の科
目を受講できる場を設け、単位認定も
行います。
受講科目 大学 短大で開講されてい

る科目から選択できます。
（一部除く）
科目によっては人数制限など
設けている場合があります。

履修期間 前期… 月 月
後期… 月 月

仮受講申し込み期間
前期 通年科目 月 日 月 日
後期科目 月 日 月 日
出願期間
前期 通年科目 月 日 月 日
後期科目 月 日 月 日
費 用
入学検定料 円
履修料
講義科目 単位につき 円
演習 実験 実習 実技科目 単位につき 円
ご希望の方には資料をお送りします。
氏名、住所、電話番号、メールアド
レス（ある人のみ）を記入してお送
りください。
問い合わせ先

大阪府守口市藤田町
大阪国際女子大学 短期大学教務課
メールアドレス kyomuka＠oiuw.oiu.ac.jp
TEL（ ）
FAX（ ）

特 典 大阪国際女子大学 短期大
学の卒業生は、「入学検定
料免除」「履修料半額免除」
の特典があります。

大阪国際大学留学生別科

田 （デン テイ）

楽しい留学生活

東 洲 大 学（韓国 釜山）東 洲 大 学（韓国 釜山）
提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
女
子
大
短
大
》

平
成

年
に
交
流
協
定

平
成

年
に
交
流
協
定

東
洲
大
学
は

年
制
と

年
制
の

学
科
を
持
つ
共
学
の
大
学
で
、
釜
山

市
の
山
手
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま

す
。
メ
デ
ィ
ア
科
、
観
光
学
科
、
物

理
治
療
科
、
幼
児
教
育
科
な
ど

の

学
科
が
あ
り
、
約

名
の
学

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

は
毎
年

名
の
学
生
が
本
学
に
派
遣

さ
れ
、
外
国
人
特
別
科
目
等
履
修
生

と
し
て
約

カ
月
日
本
語
を
勉
強
し

ま
す
。
本
学
か
ら
は
毎
年

名
の
学

生
を
東
洲
大
学
の
日
本
語
授
業
に

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し

て
派
遣
し
ま
す
。

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
こ
と
は
確
実

で
、
本
学
と
東
洲
大
学
と
の
学
生
交

換
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
日
韓
友
好
関
係
促

進
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
行
く
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

国
際
交
流
室
長

滝
本

襄
）

東
洲
大
学
に
派
遣
さ
れ
る
本
学
学

生
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
寮
で
生
活
し
、

授
業
で
日
本
語
を
教
え
る
以
外
に
、

同
大
学
の
若
者
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
親
し
く

な
っ
た
学
生
の
家
を
訪
問
し
た
り
、

一
緒
に
韓
国
料
理
を
作
っ
た
り
、
若

者
の
集
ま
る
所
へ
出
掛
け
た
り
し
ま

す
。
結
果
と
し
て
日
本
語
を
教
え
る

だ
け
で
な
く
、
韓
国
文
化
、
韓
国
語

を
学
ん
で
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。地

理
的
に
日
本
に
近
い
釜
山
で
は

日
本
語
学
習
熱
が
高
く
、
東
洲
大
学

で
は
約

名
の
学
生
が
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。
日
本
語
能
力
が
高

け
れ
ば
就
職
に
有
利
で
、
多
く
の
学

生
が
旅
行
会
社
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
に
就
職
し
、
日
本
語
を
武
器
に

し
て
活
躍
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

近
く
て
遠
い
隣
国
と
言
わ
れ
る
韓

国
と
日
本
の
文
化
交
流
は
こ
れ
か
ら

平
成

年
に
本
学
と
東
洲
大
学
は

交
流
協
定
を
締
結
し
、
学
生
交
換
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
東
洲
大
学
か
ら

平
成

年
度
女
子
大
・
短
大

資
格
取
得
奨
学
生
（
敬
称
略
）

水
谷
亜
由
美
（
女
子
大
社
コ
ミ

）

岡
本
尚
美

柏
木
唯
斗
子

外
村
さ
や

か
（
以
上
同
国
コ
ミ

）

原
田
幸
知

川
西
美
穂
（
以
上
同

）

糟
谷
映

里
（
短
大
家
政

）

井
上
真
紀
子
（
同

幼
教

）

木
下
麻
美

畠
山
陽
子

武
田
美
穂
子

田
中
裕
子

増
田
聖
子

半
田
聖
美

馬
場
教
恵

斉
部
真
美

竹
内

桂

森
下
佳
織

中
越
訓
子

（
以
上
同
国
際

）

井
澤
恵
里

竹

内
智
香

大
嵜
直
子

吉
村
輝
恵

奥

田
訓
子
（
以
上
同

）

平
成

年
度

国
際
大

模
範
行
為
者

下
畠
和
登

今
井
裕
子

清

威
史

田
昌
史

木
健
太

新
井
貞
恵

水
野
美
穂

王

海
東

中
川
大
護

（
以
上
経
情

）

十
河
光
武

上
田

昌
治

片
山

徹

三
島
鉄
兵

齋
藤

「
福
田

智
奨
学
金
」設
立

「
福
田

智
奨
学
金
」設
立

年
間
豪
州
へ
派
遣

年
間
豪
州
へ
派
遣

は、日本人の友達、彼女達の家族と一緒にお祝いをして、

日本ならではの正月の雰囲気を感じました。

もうすぐこの大学の別科を卒業しようとしています。

別の大学に入って、教育制度について研究するつもりで

す。これからの 年間心理教育と道徳教育の知識を得て、

日本語を上達させたいと思います。これからも楽しく留

学生活を送っていきたいです。

（中国西安出身）

月 日に行われた後期留学生別科修了式

（敬称略）

釜山市の山手に位置する東洲大学

名が日本語を学ぶ

遣
が
行
わ
れ
た
。
対
象
は
女
子
大
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
群
の
学
生
と

し
、

年
度
ま
で
の

年
間
、
毎
年

名
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
行
先
は
福
田
名
誉
教
授
と

縁
の
深
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
育

機
関
と
し
、
今
年
度
は
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
の

の

へ

月

日
か
ら

月

日
の

週
間
。

派
遣
学
生
は
近
藤
理
恵
さ
ん
（
国

コ
ミ

）
と
山
根
麻
希
さ
ん
（
同

）

の

名
。

文
乃

清
水
真
二
郎

辻

知
樹

山

田
勝
則

河
野
恵
梨
子

足
川
隆
英

土
井
康
広
（
以
上
同

）

赤
井
智
也

中
山

圭
（
以
上
同

）

萩
尾
洋

平

竹
下
秀
治

上
田
貴
裕
（
以
上
同

）

東
根
正
和

松
山
径
子

佐
々

木
信
親

吉
田
克
哉

山
田
英
里

橋

本

繁
（
以
上
政
経

）

田
那
部
拓

也
（
同

）

川
瀬
友
樹
（
法
政
経

）

ラ
グ
ビ
ー
部
（
団
体
）

国
際
大
で
は

月

日
か
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
域
が
禁
煙
と

な
っ
た
。

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
学
生
や
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
る
学
生
の
生

活
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
が
非
常
に
汚
れ
、

多
く
の
学
生
が
不
快
に
感
じ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
内

全
域
の
禁
煙
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、
例
外
と
し
て
学
生

ホ
ー
ル
や
法
政
経
ラ
ウ
ン
ジ
の
一

部
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
指
定
場
所
の

み
の
喫
煙
は
認
め
て
い
る
。

国
際
大
全
キ
ャ
ン
パ
ス
禁
煙

月

日
か
ら
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ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

月

日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
国

際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に
女
子
大
陸
上
部

の
選
手

名
が
初
め
て
出
場
、
世
界

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
と
共
に

・

キ
ロ
を
走
り
切
っ
た
。

出
場
し
た
の
は
野
坂
絵
美
さ
ん

（
ス
ポ

）
と
畠
中
美
佳
さ
ん
（
国

コ
ミ

）。

人
と
も
長
距
離
走
が

好
き
な
両
親
を
持
ち
、
本
学
入
学
後

は
短
距
離
や
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
取
り
入
れ
た
練
習
を
重
ね
力
を

つ
け
て
き
た
。
野
坂
さ
ん
は
初
マ
ラ

ソ
ン
で

名
中

位
、
大

学
生
の
中
で
は

人
中

位
と
上
出

来
だ
っ
た
。

（
敬
称
略
）

女
子
大
・
短
大

ラ
ク
ロ
ス
部

・

・

出
場

内

山
朋
子

谷
口
敦
子

野
智
子
（
以

上
ス
ポ

）

・

、

第

回
ラ
ク
ロ
ス
全
日

本
ユ
ー
ス
選
抜
選
手
権
大
会
関
西
ユ
ー

ス
選
抜
選
手

内
山
朋
子

谷
口
敦
子

野
智
子
（
以
上
ス
ポ

）
準
優
勝

少
林
寺
拳
法
部

・

全
国
大
会
女
子
段
外
の
部
三

位

富
岡
真
子
、
大
神
佐
代
子
（
以
上

人
健

）

・

関
西
学
生
新
人
大
会
女
子
単

独
演
武
段
外
の
部

位

富
岡
真
子

（
人
健

）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

、

全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

学
生
選
抜
東
西
対
抗
戦
出
場

山
元

私
は
、
平
成

年
に
国
際
大
に
赴

任
し
た
。
そ
の
頃
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は

と
い
う
と
、
大
学
公
認
の
部
で
は
な

く
、
い
わ
ゆ
る
同
好
会
で
あ
り
、
学

生
の
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す
る
意
欲
も
低

か
っ
た
。
初
め
て
練
習
に
参
加
し
た

際
、「
ま
ず
は
大
学
公
認
の
部
に
し
て
、

一
緒
に
強
く
し
て
い
こ
う

」
と
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、「
僕
達
は
い
ま

の
ま
ま
昼
休
み
に
集
ま
っ
て
、
楽
し

く
や
る
同
好
会
で
い
い
で
す

」
と

の
返
事
に
は
か
な
り
落
ち
込
ん
だ
も

の
で
す
。

そ
の
後
、
徐
々
に
学
生
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う

に
な
り
、
学
生
の
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す

る
意
欲
も
向
上
し
、
翌
年
大
学
公
認

の
部
へ
。
そ
し
て
、
京
阪
奈
の
大
学

（

チ
ー
ム
）
で
構
成
す
る
リ
ー
グ

に
加
盟
し
て
実
績
を
作
り
、

年
度

か
ら
関
西
大
学
リ
ー
グ
（

チ
ー
ム

部
構
成
）
に
加
盟
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

関
西
大
学
リ
ー
グ
加
盟
の

年
目

の
シ
ー
ズ
ン
は
、
経
験
不
足
等
で
、

散
々
な
結
果
だ
っ
た
が
、
翌
年
か
ら

は
あ
と
一
歩
で

（

部
）
リ
ー
グ

の
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
と
こ
ろ
ま
で
こ

ぎ
つ
け
た
が
、
こ
こ

年
間
壁
を
破

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
女
子
大
の

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
部
よ

り

名
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、
け
が

の
防
止
や
体
の
ケ
ア
を
し
て
も
ら
い
、

ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す
る
姿
勢
を

た
だ
す
よ
う
に
し
、
少
な
い
部
員
で

ハ
ー
ド
な
日
程
の
リ
ー
グ
戦
、
順
位

決
定
戦
、
入
替
戦
を
勝
ち
続
け
、
つ

い
に

（

部
）
リ
ー
グ
へ
の
昇
格

を
果
た
し
た
。

リ
ー
グ
の
昇
格
は
、
あ
く
ま
で

も
通
過
点
に
過
ぎ
ず
、
今
後
、
更
な

る
上
を
目
指
し
、
部
員
と
と
も
に
ラ

グ
ビ
ー
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
、
皆
さ
ん
の
声
援
に
感
謝
す
る
と

共
に
、
今
後
も
広
汎
な
応
援
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
部
監
督

馬
場

満

（
大
阪
国
際
女
子
大
短
大
学
生
課
係
長
）

創
部
時
か
ら
長
か
っ
た
道
の
り
、あ
く
ま
で
通
過
点

大
阪
国
際
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

リ
ー
グ
昇
格

大
阪
国
際
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

リ
ー
グ
昇
格

大
阪
産
業
の
再
生
を
め
ざ
し
、
産

官
学
が
協
力
で
き
る
方
法
を
探
ろ
う

と
い
う
目
的
で
初
の
「
大
阪
産
官
学

連
携
フ
ェ
ア
」
が

月

日
、

日

の

日
間
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か

（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開
催
さ
れ
、

国
際
大
の
経
営
情
報
学
部

相
葉
宏

二
教
授
も
「
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の

た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
経
営
学
講

座
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
出
展
し
た
。

同
フ
ェ
ア
は
、
大
学
を
始
め
と
す
る

諸
研
究
機
関
な
ど
に
よ
る

件

以
上
の
研
究
成
果
を
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
で
紹
介
。
ま
た
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
、
講
演
会
や
見
学
会
も
行
わ

れ
た
。
主
催
は
、
中
小
企
業
総
合
事

業
団（
研
究
開
発
交
流
促
進
事
業
）・

大
阪
府
内
大
学
学
長
会
な
ど
。

相
葉
教
授
は
個
人
研
究
と
し
て
の

参
加
で
、
講
義
で
も
用
い
ら
れ
て
い

る
「

」
と
「

」
な
ど
の

教

材
を
パ
ソ
コ
ン
で
体
験
で
き
る
よ
う

に
し
、
体
験
者
か
ら
の
質
問
、
疑
問

点
な
ど
に
も
細
か
く
対
応
し
て
い
た
。

「

」
と
は
同
教

授
が
執
筆
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム

で
学
ぶ

の
経
営
」
を
も
と
に

ソ
ニ
ー
ヒ
ュ
ー
マ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
社

と
ソ
ニ
ー

が
開
発
し
た
マ
ル
チ
メ

初
の
大
阪
産
官
学
連
携
フ
ェ
ア
に
国
際
大

相
葉
教
授
が
出
展

初
の
大
阪
産
官
学
連
携
フ
ェ
ア
に
国
際
大

相
葉
教
授
が
出
展

教
材
を
パ
ソ
コ
ン
で
体
験

教
材
を
パ
ソ
コ
ン
で
体
験

瞳
（
人
健

）

・

ミ
キ
プ
ル
ー
ン
ス
ー
パ
ー
カ

レ
ッ
ジ
バ
レ
ー

ベ
ス
ト

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

第

回
近
畿
私
立
高
校
バ

レ
ー
選
手
権
準
優
勝

・

全
国
私
立
高
校
男
女
バ
レ
ー

選
手
権
大
会
ベ
ス
ト

・

春
の
高
校
バ
レ
ー

府
大
会

ベ
ス
ト

大
和
田
高
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

近
畿
私
学
選
抜
大
会

ベ
ス
ト

・

私
学
秋
季
大
会

優
勝

・

部
別
大
会
（

部
）
準
優
勝

・

私
学
新
人
戦

優
勝

全
国
私
学
選
抜
大
会
出
場
へ

大
和
田
中
学

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

大
阪
私
学
大
会

ベ
ス
ト

デ
ィ
ア
教
育
講
座
で
、
忙
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
が
数
カ
月
で

（
経

営
学
大
学
院
で
得
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
た
め
の
教

育
）
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
簡
単
に
自
学

自
習
で
き
る
講
座
で
あ
る
。「

」
で
講
習
を
う
け
た
後
に

「

」（

ビ
ジ
ネ

ス
ゲ
ー
ム
）
を
使
い
ゲ
ー
ム
感
覚
で

復
習
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
一
通
り
の
経
営
戦
略
な
ど

の
基
礎
的
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
と
あ
っ
て
、
参
加
者
の
関
心
を

呼
ん
で
い
た
。

回
目
を
迎
え
た
高
校
生
論
文
コ

ン
ク
ー
ル
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド

賞
」（
大
阪
国
際
学
園
・
毎
日
新
聞

社
主
催
）
の
最
終
審
査
会
が

月

日
開
か
れ
、

梅
棹
忠
夫
氏
（
国
立

民
族
学
博
物
館
顧
問
）

岡
本
道
雄

氏（（
財
）日
独
文
化
研
究
所
理
事
長
）

森

毅
氏（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

川
又
良
也
氏
（
大
阪
国
際
大
学
法

政
経
学
部
長
）
の
各
審
査
員
に
よ
る

選
考
で
各
賞
が
決
ま
っ
た
。

最
終
審
査
会
に
か
か
っ
た
の
は

編
。
こ
の
中
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
に

は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル「
新
し
い
生
き
方
」

の
広
島
県
・
私
立
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
高
等
学
校

年
、
許

未
来
さ
ん

準
グ
ラ
ン
プ
リ
賞

「
新
し
い
出

会
い
の
中
で
」
東
京
都
・
私
立
学
習

院
女
子
高
等
科

年
、
田
中
郁
江
さ

ん

毎
日
新
聞
社
賞

「
司
法
制
度

か
ら
見
た
世
界
と
日
本
」
福
岡
県
・

福
岡
雙
葉
高
等
学
校

年
、
徳
川

泉
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ

賞
に
輝
い

た
。
他
の

編
は
佳
作
と
な
っ
た
。

な
お
、
学
校
賞
は
神
奈
川
県
立
平

江
南
高
等
学
校
が
受
賞
し
た
。

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
の
許
さ
ん
の
作
品

は
、「
在
日
韓
国
人
を
韓
国
・
朝
鮮

人
で
も
日
本
人
で
も
な
く
、
新
た
な

少
数
民
族
と
と
ら
え
た
視
点
が
ユ

ニ
ー
ク
」
だ
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。

賞
の
作
品
は
紙
面
の
都
合
上
、

中
略
な
が
ら
毎
日
新
聞
で
紹
介
さ
れ
、

入
選

作
品
は
冊
子
に
ま
と
め
て

月
は
じ
め
、
応
募
者
・
応
募
高
校
に

発
送
し
た
。

佳

作
愛
知
県
立
岡
崎
北
高
等
学
校

年

平
沢

杏
奈
さ
ん

長
野
県
立
長
野

西
高
等
学
校

年

町

恵
味
さ

ん

岡
山
県
立
瀬
戸
高
等
学
校

年

川
上

裕
子
さ
ん

静
岡
私
立
藤
枝

南
女
子
高
等
学
校

年

野

清

香
さ
ん

京
都
府
私
立
聖
ヨ
ゼ
フ
学

園
暁
星
女
子
高
等
学
校

年

高
橋

礼
奈
さ
ん

栃
木
県
立
小
山
高
等
学

校

年

矢
野

綾
さ
ん

東
京

都
私
立
桜
蔭
高
等
学
校

年

阿
部

麻
理
恵
さ
ん

第

回

「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」決
定

第

回

「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
」決
定

グ
ラ
ン
プ
リ
賞
に
許
未
来
さ
ん

広
島
私
立
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
高
校

年

「
新
し
い
生
き
方
」

枚方宿の船宿「鍵屋」を復元枚方宿の船宿「鍵屋」を復元
歴
史
遺
産
を
生
か
し
…

月
に
オ
ー
プ
ン

「
枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館
」
に
整
備

「
枚
方
宿
鍵
屋
資
料
館
」
に
整
備

大
阪
と
京
都
の
中
間
に
位
置
す
る

枚
方
市
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝

と
し
て
栄
え
た
。
豊
臣
秀
吉
が
淀
川

左
岸
に
文
禄
堤
を
築
い
て
大
阪
城
と

伏
見
城
を
繋
ぐ
交
通
路
と
し
て
整
備
、

徳
川
時
代
に
京
街
道
と
な
る
。
同
街

道
は
東
海
道
の
一
部
で
、
宿
場
町
・

枚
方
は
ま
た
淀
川
の
水
上
交
通
の
中

継
地
で
も
あ
り
、「
枚
方
宿
」
と
し

て
大
い
に
繁
栄
し
た
。
そ
ん
な
枚
方

宿
の
歴
史
を
い
ま
に
留
め
る
船
宿
・

鍵
屋
が
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
蘇
り
つ

つ
あ
る
。
枚
方
市
が
鍵
屋
を
「
枚
方

鍵
屋
浦
に
は
碇
が
い
ら
ぬ

三
味
や

太
鼓
で
船
止
め
る
」
と
淀
川
三
十
石

船
に
も
唄
わ
れ
て
い
る
淀
川
筋
の
代

表
的
な
船
宿
で
あ
る
。
明
治
以
降
も

営
業
を
続
け
、
枚
方
を
代
表
と
す
る

料
理
旅
館
と
し
て
名
高
い
存
在
で

あ
っ
た
。
主
屋
は
東
棟
と
西
棟
に
分

か
れ
、

世
紀
末
と

世
紀
前
半
の

建
築
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
枚
方
市

は
、
こ
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
活
用

し
、
現
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

た
い
と
平
成

年

月

市
の
文
化

財
に
指
定
。

年
春
か
ら
解
体
し
、

復
元
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。

板
戸
を
上
部
に
跳
ね
上
げ
る
開
放

的
な
玄
関
や
、
船
待
ち
の
客
が
淀
川

へ
出
て
、
乗
船
す
る
た
め
に
裏
手
ま

で
通
る

通
り
土
間

な
ど
船
宿
の

風
情
を
残
し
て
お
り
、
ま
た
、
中
央

が
盛
り
上
が
っ
た

起
（
む
く
）
り

屋
根

な
ど
で
も
当
時
の
町
屋
の
特

徴
を
忠
実
に
現
わ
し
て
い
る
。

主
屋
は
、
枚
方
宿
を
代
表
す
る
町

屋
そ
の
も
の
を
み
せ
る
こ
と
に
主
体

が
お
か
れ
、
カ
マ
ド
や
長
火
鉢
な
ど

も
展
示
さ
れ
、
町
屋
を
肌
で
感
じ
取

れ
る
よ
う
に
す
る
。

昭
和
初
期
に
増
築
さ
れ
た
客
室
・

宴
会
場
の
別
棟
で
は
、
鍵
屋
の
歴
史
、

枚
方
宿
と
京
街
道
や
淀
川
舟
運
と
の

関
係
な
ど
を
古
絵
図
や
模
型
、
音
声

や
映
像
な
ど
で
解
説
。
ま
た
、
江
戸

時
代
に
は
三
十
石
船
乗
客
相
手
に
商

売
し
た
「
く
ら
わ
ん
か
舟
」
の
様
子

も
再
現
さ
れ
る
。

京
阪
電
鉄
線
に
平
行
す
る
旧
街
道

に
は
、
ま
だ
昔
な
が
ら
の
町
家
が
他

に
も
残
っ
て
い
て
、
か
つ
て
の
面
影

が
宿
る

歴
史
街
道
。
今
回
の
鍵

屋
復
元
に
よ
っ
て
ま
ち
の
魅
力
が
増

し
、
観
光
客
の
来
訪
も
期
待
さ
れ
て

い
る
。

京
阪

枚
方
公
園
駅
下
車
徒
歩

分
。

問
い
合
わ
せ

枚
方
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（

）

宿
鍵
屋
資
料

館
」
（
仮
称
、

枚
方
市
堤
町

番

号
）
に
整

備
し
、
ほ
ぼ
完

成
し
て

月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
。

復
元
工
事
中

の
鍵
屋
は
、
天

正
年
間
（

年
）
の
と
伝
え

ら
れ
る
。
「
こ

こ
は
ど
こ
じ
ゃ

と
船
頭
衆
に
問

え
ば

こ
こ
は

枚
方
鍵
屋
浦

資
料
館
に
復
元
さ
れ
る
船
宿「
鍵
屋
」

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

国
際
大

第
二
種
情
報
処
理
技
術
者
試
験

下
畠
和
登
（
経
情

）

経
情

中
川
大
護

同

片
山

徹

三
島
鉄
兵

河
野
恵
梨
子

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格

政
経

田
那
部
拓
也

日
本
漢
字
能
力
検
定
準

級

経
情

萩
尾
洋
平

小
売
商
（
販
売
士
）

級

経
情

齋
藤
文
乃

清
水
真
二
郎

辻

知
樹

山
田
勝
則

同

赤
井

智
也

中
山

圭

同

竹
下
秀
治

上
田
貴
裕

団
体
試
験

（

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上

は
次
の
通
り
。

経
情

水
野
美
穂

王

海
東

政

経

松
山
径
子

佐
々
木
信
親

女
子
大
短
大

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ

女
子
大
社
コ
ミ

小
島
由
紀
子

同

国
コ
ミ

古
平
淑
子

同

後
庵

ま
ど
か

短
大
国
際

田
中
裕
子

中
越
訓
子

同

吉
村
輝
恵

小
売
商
（
販
売
士
）

級

女
子
大
社
コ
ミ

竹
澤

舞

岩
田

麻
衣

小
倉
真
理
子

吉

絵
里

同

塩
出
可
奈
子

梶
井
彩
代

同
人

健

小
郷
晴
美団

体
試
験

（

月

日
実
施
）

人
中

点
以
上
は

人
。

点
以
上

は
次
の
通
り
。

女
子
大
国
コ
ミ

中
村
浩
子

短
大

国
際

谷
口
絵
美

前
田
志
麻

一
般
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者

女
子
大
国
コ
ミ

岡
本
尚
美

柏
木

唯
斗
子

外
村
さ
や
か

同

川
西

美
穂

原
田
幸
知

同
社
コ
ミ

水

谷
亜
由
美

短
大
国
際

半
田
聖
美

国
内
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者

女
子
大
国
コ
ミ

岡
島
沙
恵
子

川

西
美
穂

山
埼
奈
緒
子

同

坂
口

礼
香

田
中

渚

山
根
麻
希

短
大

国
際

井
澤
恵
里

竹
内
智
香

滝
井
高
校

第

回
英
検

級
合
格
者

年

清
水
誉
子

中
嶋
優
子

久
木

山
陽
子

古
川
裕
花

大
和
田
高
校

第

回
英
検
準

級
合
格
者

年

徳
山
実
子

同

級
合
格
者

年

宮
川
香
織

尾
崎
実
保

廣
岡

英
子

池
戸
由
佳

越
中
谷
理
恵

角

野
有
加

木
島
麻
衣
子

児
玉
歩
美

助
永
麗
香

竹
下
珠
未

中
江
智
司

原
郷

梢

松
坂
美
里

宮
田
麻
里
子

年

足
立
美
希

森

千
華

落

朋
美

柿
原
亜
希

小
杉
淳
子

弘
田

久
子

ブ
ー
ス
で
研
究
成
果
を
披
露
す
る
相
葉
教
授

（
左
か
ら

番
目
）
と
学
生
た
ち

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に

大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に

初
出
場

初
出
場女

子
大

名
見
事
完
走

女
子
大

名
見
事
完
走

下畠和登さん

初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ

経
情

今
井
裕
子

清

威
史

田
昌
史

経
情

十
河
光
武

上
田

昌
治

画
像
情
報
技
能
検
定

部
門

級
経
情

木
健
太

簿
記
検
定

級
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本
書
は
、
中
国
経
済
史
を
東
ア
ジ

ア
経
済
史
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
解

明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
力
作
で

あ
る
。
松
田
教
授
の
求
心
力
の
あ
る

柔
軟
な
組
織
力
や
説
得
力
が
、
九
名

の
す
ぐ
れ
た
共
同
研
究
者
と
の
相
互

協
力
に
よ
っ
て
、
社
会
経
済
史
学
界

地
域
の
水
利
開
発
史
（
本
田
治
氏
）、

産
業
史（
要
木
佳
美
氏
）、茶
業
史（
水

野
正
明
氏
）、財
政
史（
長
井
千
秋
氏
）、

交
通
史
（
松
田
孝
一
氏
）
の
七
章
が

収
め
ら
れ
、、
第
二
部
の
「
中
央
ア

ジ
ア
・
日
本
経
済
史
へ
の
視
座
」
に

は
中
国
の
隣
接
地
域
の
新
疆
経
済
史

（
堀
直
氏
）、
日
本
の
都
城
造
営
（
武

大阪国際大学
経営情報学部教授

松田 孝一編

東
ア
ジ
ア

経
済
史
の
諸
問
題

阿
吽
社
二
七

円

税

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
も
あ
る
東
ア
ジ

ア
経
済
史
に
非
常
に
新
鮮
味
の
あ
る

労
作
を
創
り
だ
す
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

本
書
は
全
十
章
か
ら
成
り
、
第
一

部
の
「
中
国
経
済
史
へ
の
視
座
」
に

は
農
業
史
（
本
田
治
氏
）、
農
業
経

済
の
近
代
化
（
鉄
山
博
氏
）、
江
南

田
和
哉
氏
）、
日
本
古
代
・
中
世
の

海
外
貿
易
史
（
山
内
晋
次
氏
）
の
三

章
が
含
ま
れ
て
い
る
。

第
一
部
で
は
、
中
国
に
お
い
て
経

済
活
動
が
い
ち
じ
る
し
く
発
展
し
た

唐
宋
時
代
以
後
の
情
況
が
明
ら
か
に

さ
れ
、
そ
の
概
説
と
要
点
を
よ
く
捉

え
た
詳
説
と
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ

れ
て
、
基
礎
的
理
解
と
そ
の
発
展
的

理
解
の
両
方
に
参
考
に
な
る
よ
う
に

編
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
国
の
隣

接
地
域
と
し
て
中
央
ア
ジ
ア
や
日
本

地
域
と
の
結
び
つ
き
の
独
自
の
姿
を

比
較
し
た
論
稿
が
第
二
部
に
三
篇
収

め
ら
れ
て
い
る
の
も
、
本
書
の
大
き

な
特
色
と
い
え
よ
う
。

松
田
教
授
を
中
心
と
し
た
共
同
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
後
に
お
い

て
も
さ
ら
に
大
き
な
研
究
成
果
を
引

き
続
い
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
を
心
か

ら
期
待
し
た
い
。

（
評
者

大
阪
国
際
大
学
名
誉
教
授

作
道

洋
太
郎
）

し
た
進
学
相
談
会
に
も
可
能
な
限
り

参
画
し
た
。

指
定
校
推
薦
入
試
及
び
特
別
推
薦

入
試
に
つ
い
て
は
、
学
科
・
コ
ー
ス

間
で
の
ば
ら
つ
き
が
出
た
も
の
の
、

大
学
は
昨
年
並
、
短
大
は
上
回
る
結

果
と
な
っ
た
。

公
募
制
推
薦
で
は
、
回
数
を

回

増
や
し
志
願
者
減
少
傾
向
の
中
、
前

年
度
の
志
願
者
確
保
を
期
待
し
た
が
、

大
学
に
お
い
て
は
大
き
く
下
回
る
結

果
と
な
っ
た
。
反
面
、
短
大
に
お
い

て
は
、
上
回
る
結
果
を
出
せ
た
。

年
明
け
の
一
般
入
試
で
は
、
大

学
・
短
大
と
も
志
願
者
の
減
少
傾
向

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

大
学
に
お
け
る
留
学
生
入
試
の
志
願

者
が
前
年
度
の

・

倍
、
併
設
高

受
験
生
の
女
子
大
・
短
大
離
れ
が

年
々
進
む
中
、
平
成

年
度
入
試
で

は
大
学
・
短
大
と
も
定
員
確
保
を
目

標
と
し
て
、
各
方
面
の
協
力
を
得
て

募
集
戦
略
の
策
定
と
実
行
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

ま
ず
、
入
試
制
度
に
つ
い
て
は
、

指
定
校
推
薦
制
度
の
見
直
し
、
公
募

制
推
薦
の
回
数
を

回
増
や
す
等
、

志
願
者
獲
得
に
努
め
た
。

ま
た
、
募
集
戦
略
と
し
て
、
よ
り

多
く
の
受
験
生
と
接
触
し
、
本
学
の

に
努
め
る
べ
く
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
前
年
度
よ

り

回
多
く
実
施
し
、
約

・

倍

の
入
場
者
を
得
た
。
さ
ら
に
高
校
内

説
明
会
を
含
め
、
受
験
生
を
対
象
と

指
定
校
・
特
別
推
薦
入
試
で

指
定
校
・
特
別
推
薦
入
試
で

大
学
昨
年
並
み
短
大
前
年
度
上
回
る

大
学
昨
年
並
み
短
大
前
年
度
上
回
る

中
学
校
は
義
務
教
育
の
う
え
、
経

済
不
況
が
か
さ
な
り
、
受
験
生
が
上

位
進
学
校
に
極
端
に
集
中
す
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

特
に
中
高
一
貫
教
育
の
医
進
・
英

数
・
理
数
コ
ー
ス
に
保
護
者
や
受
験

生
の
関
心
が
非
常
に
強
く
、
有
名
大

学
へ
の
進
学
実
績
が
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。本

校
は
昨
年
度
か
ら
コ
ー
ス
制
を

今
年
度
も
昨
年
度
同
様
少
子
化
と

長
引
く
経
済
不
況
で
、
私
学
の
生
徒

募
集
は
厳
し
い
年
で
し
た
。
今
か
ら

余
年
前
公
立
中
学
校
の
卒
業
生
は

約

万
人
で
し
た
が
、
今
年
度
は

万
人
程
度
で
ピ
ー
ク
時
の
約

％
に

な
っ
て
い
ま
す
。

公
立
高
校
で
も
生
徒
募
集
が
厳
し

く
な
っ
て
い
て
、
専
門
一
次
入
試
や

ボ
ー
ダ
ー
ゾ
ー
ン
制
度
の
採
用
を
行

い
、
女
子
の
方
が
男
子
よ
り
合
格
者

数
も
多
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
学
特
に
女
子

高
校
へ
の
志
願
者
数
が
激
減
し
て
い

て
、
大
和
田
高
校
に
と
っ
て
も
大
変

厳
し
い
状
況
で
、
昨
年
よ
り
も
受
験

生
が

名
ほ
ど
減
少
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
優
秀
な
受
験
生

を
集
め
る
た
め
に
、
昨
年
度
は
「
普

通
コ
ー
ス
」
を
「
国
際
・
教
養
コ
ー

ス
」
に
名
称
も
内
容
も
変
更
し
ま
し

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
長
期
化
す

る
不
況
、
公
立
志
向
の
さ
ら
な
る
高

ま
り
、
公
立
高
校
統
合
と
新
学
科
設

立
、
学
区
制
の
撤
廃
、
公
立
校
専
門

学
科
の
男
女
比
率
協
定
を
超
え
た
収

容
、
女
子
の
共
学
志
向
な
ど
、
私
学
、

と
り
わ
け
、
女
子
高
を
と
り
ま
く
環

境
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
な
か
で

の
募
集
活
動
だ
っ
た
が
、
昨
年
度
と

同
数
の

名
を
募
集
定
員
と
し

て
掲
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
校
一
致

団
結
し
て
、
本
校
教
育
活
動
へ
の
評

価
を
世
間
に
問
う
意
気
込
み
を
持
っ

て
募
集
活
動
を
展
開
し
た
。

本
校
普
通
科
の

コ
ー
ス
が
英
語

名
で
統
一
さ
れ
た
り
、
入
試
科
目
が

国
・
英

科
目
と
選
択

科
目
に
減

じ
ら
れ
た
り
、
先
進
的
な
教
科
複
合

型
の
特
色
講
座
が
導
入
さ
れ
、
平
成

年

月
に
は
広
く
府
下
高
校
の
先

生
方
を
お
招
き
し
て
、
実
践
報
告
会

を
催
し
た
が
、
こ
れ
ら
が
受
験
生
・

保
護
者
、
中
学
校
教
員
な
ど
へ
、
ど

BOOK

平
成

年
度
入
試

平
成

年
度
入
試

入
試
の
成
果
に
期
待

法
政
経
学
部
募
集
対
策
を
模
索

平
成

年
度
入
試
に
つ
い
て
は
今

年
も
定
員
確
保
・
志
願
者
増
を
目
標

に
近
畿
圏
、
大
阪
府
内
の
担
当
者
強

化
も
図
り
、
積
極
的
な
募
集
活
動
を

し
て
き
た
が
、
経
営
情
報
学
部
と
法

政
経
学
部
と
の
志
願
者
数
の
開
き
が

大
き
く
そ
の
対
策
に
腐
心
し
て
い
る
。

先
ず
、推
薦
入
試
は
、定
員
の

％

を
割
り
当
て
て
募
集
し
た
。
今
年
は

指
定
校
を
増
や
し
定
員
確
保
を
先
ず

目
指
し
た
が
、
こ
の
目
標
は
両
学
部

ほ
ぼ
達
せ
ら
れ
た
。

一
般
推
薦
で
は
合
格
者
を
か
な
り

出
し
た
が
、
歩
留
ま
り
率
が
経
営
情

報
学
部
は
高
く
、
逆
に
法
政
経
学
部

が
低
く
な
っ
た
た
め
両
学
部
の
開
き

が
大
き
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
一
般
入
試

方
式
で
は

経
営
情
報
学
部
の
合
格
者
を
か
な
り

絞
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
志
願
者
の
総
数
は
激
減

し
て
お
り
こ
れ
は

歳
人
口
の
減
少

に
よ
る
一
般
的
傾
向
と
は
考
え
ら
れ

る
が
、
一
般
推
薦
に
お
い
て
簿
記
・

情
報
基
礎
を
今
年
は
取
り
や
め
た
影

響
で
は
な
い
か
と
気
に
な
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
反
面
一
般

で
用
意
し
て

い
る

つ
の
選
択
科
目
は
果
た
し
て

有
効
か
と
あ
れ
こ
れ
検
討
す
る
余
地

は
あ
り
そ
う
。

た
だ
、
一
般
推
薦
入
試
と
一
般
選

考

方
式
で
今
年
初
め
て
実
施
し
た

入
試
は
、
一
般
推
薦
に
お
い
て

野
球
・
ラ
グ
ビ
ー
・
水
泳
部
の
活
性

化
を
ね
ら
い
、
一
般
入
試

方
式
で

は
法
政
経
学
部
を
対
象
に
そ
れ
ぞ
れ

若
干
名
の
募
集
で
は
あ
っ
た
が
、
面

接
教
員
の
話
で
は
目
的
意
識
が
し
っ

か
り
し
て
お
り
、
法
政
経
学
部
を
よ

く
研
究
し
て
来
て
い
る
の
で
入
学
後

の
指
導
が
楽
し
み
で
あ
る
と
の
評
価

も
あ
り
、
入
学
後
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
。

同
時
に
、

年
度
統
合
に
向
け
て
、

年
度
の
募
集
広
報
活
動
の
柱
と
し

て
こ
の

入
試
を
ど
の
よ
う
に
充

実
さ
せ
て
行
く
か
大
き
な
課
題
で
あ

る
。地

方
会
場
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

推
薦
で
増
や
し
た
岡
山
、
一
般

の

今
治
に
は
期
待
し
た
だ
け
の
受
験
生

が
集
ま
り
成
功
で
あ
っ
た
。
し
か
し

従
来
の
福
岡
が
今
年
は
少
な
く
一
般

入
試

で
少
し
盛
り
返
し
は
し
た
が

統
合
後
の
事
も
踏
ま
え
て
今
一
度
地

方
会
場
全
体
を
見
直
し
て
み
た
い
。

（
大
阪
国
際
大
学
入
試
室
長中島

是
美
）

大
阪
国
際
大

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

アカデミック（標準） （ ） （ ） （ ） （ ）
グローバル （国際） （ ） （ ） （ ） （ ）

エクセレント（特進） （ ） （ ） （ ） （ ）

次 （ ） （ ） （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

回し合格者含む （ ）は前年度

大
阪
国
際
滝
井
高
等
学
校

大
和
田
高
等
学
校

普 通 科
専 願 併 願

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

英 数 （ ） （ ） （ ） （ ）

国 際 ・ 教 養 （ ） （ ） （ ） （ ）
次 （ ） （ ） （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ） （ ）

回し合格者含む （ ）は前年度

大
和
田
高
等
学
校

大
和
田
中
学
校

受験者数 合格者数

次 （ ） （ ）

次 （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ）

（ ）は前年度

大
和
田
中
学
校

DATA 平成 年度 入試結果DATA 平成 年度 入試結果

大
阪
国
際
大
学

志 願 者 数 合 格 者 数

経 営 情 報 学 部

法 政 経 学 部

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
女
子
大
学

志 願 者 数 合 格 者 数

人 間 科 学 部

大
阪
国
際
女
子
大
学

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

志 願 者 数 合 格 者 数

全 学 科

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

志 願 者 数 合 格 者 数

大
学
院

修
士
課
程

経営情報学研究科

総合社会科学研究科

大学院博士（後期）課程

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

校
か
ら
前
年
度
の

・

倍
（
大
・

短
計
）
の
志
願
者
を
確
保
す
る
な
ど

う
れ
し
い
側
面
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
手
続
き
率
に
お
い
て
も
大

学

％
短
大

％
と
前
年
度
を
超
え

る
良
い
結
果
と
な
っ
た
。

平
成

年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て

感
じ
る
こ
と
は
、
志
願
者
確
保
が
あ

ま
り
期
待
で
き
な
い
現
在
、
受
験
生

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
、
如
何
に

本
学
の
魅
力
を

し
て
、
本
学
を

専
願
と
す
る
受
験
生
を
確
保
す
る
か

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
考
え

る
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

募
集
広
報
室
長

小
林
弘
二
）

大
阪
国
際
女
子
大
短
大

私
学
女
子
校
へ
の
逆
風
の
中

私
学
女
子
校
へ
の
逆
風
の
中

昨
年
度
並
み
を
維
持

昨
年
度
並
み
を
維
持

大
阪
国
際
滝
井
高
校

の
程
度
浸
透
し
て
い
る
の
か
検
証
す

る
意
図
も
あ
っ
た
。

今
年
度
か
ら
公
開
し
た
ホ
ー
ム
・

ペ
ー
ジ
、

回
に
及
ぶ
中
学
生
対
象

の
オ
ー
プ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
、

回

実
施
の
保
護
者
対
象
説
明
会
、
そ
の

他
の
入
試
説
明
会
な
ど
へ
の
動
員
数

は
昨
年
度
よ
り
や
や
減
少
。
専
願
志

向
は
経
済
状
況
か
ら
昨
年
度
よ
り
か

な
り
減
少
す
る
と
の
情
報
で
、
募
集

結
果
に
危
惧
を
抱
い
た
の
は
ひ
と
り

本
校
だ
け
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
嬉
し
い
こ
と
に
、
ほ
ぼ
昨

年
度
並
み
の
専
願
者
と
昨
年
度
を
や

や
上
回
る
併
願
者
を
確
保
で
き
る
結

果
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
初
の
意

図
通
り
、
本
校
の
教
育
内
容
が
浸
透

し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
社
会

か
ら
の
評
価
で
あ
り
、
本
校
の
教
育

に
対
す
る
信
頼
の
証
拠
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

諸
々
の
要
素
を
総
合
的
に
分
析
す

る
と
、
入
学
者
数
は
昨
年
度
よ
り
微

増
の

名
程
度
と
推
察
さ
れ
る
。

（
大
阪
国
際
滝
井
高
校
長

福
井
昭
典
）

信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

英
数
コ
ー
ス
と
国
際
教
養
コ
ー
ス
拡
充

英
数
コ
ー
ス
と
国
際
教
養
コ
ー
ス
拡
充

大
阪
国
際
大
和
田
高
校

た
が
、
今
年
度
は
「
英
数
コ
ー
ス
」

を
よ
り
充
実
し
た
魅
力
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、
薬
学
系
と
看
護
系
大
学

へ
の
進
学
を
目
指
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

わ
か
る
授
業
で
楽
し
い
学
校
へ

わ
か
る
授
業
で
楽
し
い
学
校
へ

「
話
せ
る
」英
語
教
育
と
体
験
活
動
充
実

「
話
せ
る
」英
語
教
育
と
体
験
活
動
充
実

大
阪
国
際
大
和
田
中
学
校

採
用
し
て
、

カ
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
基
礎
学
力
に
よ
る
向
上
と
、「
話

せ
る
」
英
語
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て

き
ま
し
た
が
、
ま
だ
評
価
さ
れ
る
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
定
着
す
る
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
生
徒
ひ

と
り
ひ
と
り
の
可
能
性
を
見
つ
け
、

育
て
る
教
育
の
推
進
に
努
力
す
る
と

と
も
に
保
護
者
や
地
域
社
会
に
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
邁
進
す
る
つ

も
り
で
す
。

（
大
阪
国
際
大
和
田
中
・
高
校
長

奥
田
三
郎
）

国
際
大

『
ア
ド
ル
ノ
』
法
政
経
学
部
特
任
教
授

徳
永

恂

共
訳
、
作
品
社

円

『
商
業
簿
記
講
義
』
経
営
情
報
学
部
講
師

高
橋
泰
代

共
著
、
創
成
社

円

『

版

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

リ
テ
ラ
シ
「
基
礎
編
」』『
同
「
応
用
編
」』

自
然
・
情
報
系
教
授

植
松
康
祐
、
同
助
教

授

韓

尚
秀
、
同
講
師

下
条
善
史
、
岡

本
容
典
、
安
達
康
生

共
著
、
サ
イ
エ
ン
ス

社

各

円

『
女
性
差
別
を
な
く
す
た
め
に

女
性
の

目
で
判
決
・
グ
リ
ム
童
話
・
女
偏
漢
字
を
読

む
』
法
政
経
学
部
教
授

小
寺
初
世
子

著
、

明
石
書
店

円

『
ル
ソ
ー
の
政
治
思
想
』
法
政
経
学
部
教

授

山
本
周
次

著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

円

『
ル
ソ
ー
』
同

訳
、
晃
洋
書
房

円
『

で
わ
か
る

実
践
ビ
ジ
ネ

ス
問
題
集
』
経
営
情
報
学
部
教
授

相
葉
宏

二

著
、

円

『
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ

学
会

周
年
記
念

経
営
科
学
の
ニ
ュ
ー
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
』
経
営
情
報
学
部
特
待
教
授

西
田
俊
夫

共
編
、
朝
倉
書
店

円
、

円

女
子
大

『
英
語
で
読
む

世
紀
の
健
康
』
人
間
健

康
科
学
科
助
教
授

正
木
美
知
子

共
著
、

講
談
社
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ク

円
『
が
ん
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
（
完

全
改
訂
版
）』
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
教
授

谷
口
正
子

共
訳
、
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

円

『
里
山
の
管
理
』社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
特
任
教
授

近
藤

徹
、

大
阪
自

然
環
境
保
全
協
会

限
定
販
売

『
照
ら
し
出
さ
れ
た
戦
後
ド
イ
ツ

ゲ
オ

ル
ク
・
ビ
ュ
ー
ヒ
ナ
ー
賞
記
念
講
演
集
（

）』
人
間
健
康
科
学
科

助
教
授

柴
嵜
雅
子

共
訳
、
人
文
書
院

円

短
大『コ

ン
パ
ク
ト
憲
法
入
門
』
国
際
文
化
学

科
教
授

奥
村
文
男

共
著
、
不
磨
書
房

円

『
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
憲
法
に
お
け
る
人
権

保
障
』
同

共
著
、
嵯
峨
野
書
院

円『
各
国
憲
法
制
度
概
説
』
同

共
著
、
政

光
プ
リ
プ
ラ
ン

円

滝
井
高
校

『
増
補
老
農
中
村
直
三
』
教
諭

高
木
正

喬

解
説
、
大
空
社

円

を
新
た
に
定
め
、
細
か
い
指
導
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
日
々
の

教
育
活
動
を
通
じ
、
人
々
に
信
頼
さ

れ
る
魅
力
あ
る
進
学
校
を
め
ざ
し
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
人
権
啓
発
の
歌
」に
な
る

大
和
田
高

年
前
田
さ
ん
の
詩

大
阪
府
の
第

回
人
権
啓
発
詩
・

読
書
感
想
文
の
中
学
生
・
詩
部
門
で

入
選
し
た
当
時
大
阪
国
際
大
和
田
中

学

年
生
、
前
田
恵
美
さ
ん

現
大

阪
国
際
大
和
田
高
校

年
生

（「

」第

号
掲
載
）

の
詩
「
私
と
あ
な
た
」
に
メ
ロ
デ
ィ

が
つ
け
ら
れ
て
歌
わ
れ
た
。

第

回
の
入
選
作
品
表
彰
式
が
開

か
れ
た

月

日
の
大
阪
府
教
育
会

館
の
会
場
で
、
歌
手
の
吉
岡
し
げ
美

さ
ん
が
前
田
さ
ん
の
歌
を
披
露
。
出

席
し
た
前
田
さ
ん
は
、
自
分
の
詩
が

歌
と
な
っ
て
歌
わ
れ
、
驚
き
と
喜
び

で
胸
を
熱
く
し
て
い
た
。

「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」

市
民

名
が
挑
戦

女
子
大
短
大
生
涯
健
康
研

女
子
大
・
短
大
生
涯
健
康
研
究
所

で
は

月
、
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
男
性
の
た
め
の
か
ん
た
ん
料
理
教

室
」
を
開
催
し
た
。

歳
か
ら

歳
代
限
定
で
、
大
学

周
辺
の
市
民

名
の
応
募
者
の
中
か

ら

名
が
抽
選
で
選
ば
れ
、
エ
プ
ロ

ン
持
参
で
挑
戦
。

回
コ
ー
ス
で
、

メ
ニ
ュ
ー
は

日
が
基
本
の
「
ご
飯
、

煮
物
、
お
浸
し
、
汁
物
」、

日
は
『
手

抜
き
で
リ
ッ
チ
な
昼
食
』
と
題
し
て

「
グ
ラ
タ
ン
、
丼
物
、
寿
司
」、
最

終
の

日
は『
人
を
喜
ば
せ
る
夕
食
』

と
し
て
「
肉
料
理
、
サ
ラ
ダ
、
ス
ー

プ
、
デ
ザ
ー
ト
」。

「
女
房
に
行
け
行
け
と
言
わ
れ
て
」

と
料
理
を

度
も
し
た
こ
と
の
な
い

初
心
者
も
い
れ
ば
、「
最
近
料
理
が

お
も
し
ろ
く
て
」
と
言
う
慣
れ
た
包

丁
裁
き
の
人
も
お
り
、
深
蔵
紀
子
教

授
（
短
大
家
政
科
）
と
西
岡
ゆ
か
り

講
師（
女
子
大
ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科
）

の
指
導
の
も
と
、
全
員
が
真
剣
に
野

菜
や
肉
な
ど
と
格
闘
し
て
い
た
。



大学院での充実した生活
私は現在、北陸先端科学技術大学院大学情報科学研究科情報処理学専攻、博

士前期課程に在籍しております。この学校は学部を持たない大学院大学のため、
全国のあらゆる大学のあらゆる学部から学生が入学してきます。又、社会人入
学者や留学生も多いのです。自分とは立場の違う人や同じ年齢でも今まで歩ん
できた人生が自分とは大きく異なる人と話したり議論したりすることは、とて
も楽しく有意義に感じます。
大学院は学部時代とは比べものにならない位、勉強や研究が忙しく、夏休み

や冬休みも名前だけでとても長期休暇をとっている暇はありません。図書館も
時間 日開館しています。又、校歌も学園祭もなく学校という感じがあま

りしません。
しかし、自分の得た知識とアイデアから実際に動くものを作ったときは感激

しますし、好奇心もどんどん沸いてきます。私は現在、自動的にWeb上の辞書
や用語集から情報を取得し、文章の表現を書き換えたり語彙を減らすことで、
大人向けの新聞を子供にも読みやすくする研究をしています。普段は、月に
回の自分の研究発表や関連論文の紹介に追われていますが、休日は北陸の地域
環境を生かしてスキーに行ったりします。
これからも、様々な人と一緒に話し遊び勉強、時には議論して、いろいろな

事を感じていきたいです。
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大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 法政経学部 留学生別科

入学宣誓式、英語・漢字テスト
新入生・在学生オリエンテーショ
ン（ ）
新入生履修・事務オリエンテー
ション
前期授業開始
フレッシュマンキャンプ（ ）
前期授業終了
前期補講（ ）
前期試験（ ）

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

入学宣誓式
新入生対象オリエンテーション
学外オリエンテーション（ ）
留学生・在学生対象オリエンテー
ション（在学生 ）
前期開講
前期終講
集中・補講（ ）
前期試験（ ）

大阪国際滝井高等学校
研修旅行（教職員）（ ）
新入生登校
入学式、始業式
新入生オリエンテーション
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国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

情
報
科
学
研
究
科

情
報
処
理
学
専
攻

博
士
前
期
課
程

竹
内

久
明

ジュエリーに携わって 年
ジュエリーに携わる仕事を始めて、もう 年になります。好きな事を続けて

行きたい、そんな気持ちで始めた仕事です。宝石は何百年、何千年という年月

をかけ、自然が作り出す芸術品だと知れば知る程、宝石の魅力にひかれていき
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皆さんも つは持っているリングやペンダント等の形にデザインし、作る事

が私の仕事です。直接お客様に会って感じる個性や好みを形にしてゆきます。

難しい事ですが、出来上がった物を喜んで下さるお客様の笑顔が何よりの私の

喜びとなります。宝石の美しさは半永久的です。

親から子供へ、大切な人へと思い出と共に受け継がれ、受け取った人には「お

守り」にもなります。そんなエピソードを聞く事が出来るのもうれしい事です。

色々な事がジュエリーを通じて私にパワーを与えてくれます。ジュエリーがく

れる「パワー」や「夢」を多くの人へ伝えて行きたい。そして人との出合いを

これからもずっと大切にしてがんばって行きたいと思っています。

就職難と言われる中、好きだと言える仕事に就ける事はとても幸せだと思っ

ています。いつも輝いていられる様、皆さんもあきらめずがんばって下さい。
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女子大 短大 進路相談室が「第 回漢字能力検定」実施
女子大 短大 幼稚園保護者対象「図書館でリフレッシュ」（ 、

）
幼稚園 園外保育 私市の芋ばたけへ芋ほり
女子大 短大 年第 回テニス大会（ひまわり杯）
大和田中 高 教育文化週間私学教育功労者に大西光義教頭
学園 平成 年度永年勤続表彰式、 名の教職員を表彰
国際大 特別講義「現代の社会と法」案内、広報ひらかたに

掲載
国際大 法政経学部の東野裕人助教授が、関西文化学術研究

都市 大学連携「市民公開講座」で講演
女子大 短大 異文化コミュニケーションセンターが「異文化講演

会」、講師にランカスター大学教授のGeoffrey Leech
氏

大和田高 国際理解科目「釣り」が日刊スポーツに掲載
女子大 短大 オープンキャンパス
女子大 「公開講座フェスタ （阪神奈大学生涯学習ネッ

ト主催）」に、国際コミの南 直人助教授が講演
大和田高 国際理解科目「釣り」、報知新聞や「釣りサンデー」

に
国際大 留学生別科生が京田辺市立松井ヶ丘小学校で国際

交流
女子大 国際コミ 回生対象の授業「異文化間コミュニケー

ション」（多田昌夫助教授担当）に、丹波の森公苑
文化振興部文化専門員の狩野直人氏を招聘

女子大 短大 全学講演会、講師に大阪市立弘済病院福祉課児童係
長の谷 賢男氏

大和田高 国際理解科目「釣り」が「釣場速報」に掲載
女子大 短大 守口市の「高齢者教養講座」で、塩見伊佐男非常勤

講師が講演
女子大 藤木高嶺名誉教授の朝日カルチャーセンター「楽し

く学ぶ民族学」が朝日新聞掲載
女子大 短大 就職対策マナー講座
大和田中 年トライアルホームルーム茶道・バードゴルフ校

外実習
大和田中 高 岡田 哲教諭が「第 回私の好きな海の時空間」写

真コンテストで見事入賞。
国際大 留学生が枚方市立香陽小学校で国際交流

平成 年
大和田中 高 岡田 哲教諭、写真コンクールでの金賞作品「満月

とにらめっこ」が朝日新聞に掲載。
学園 新年互礼会
女子大 短大 女性の再就職講座（共催、保育付き）開催案内掲載
滝井高 教科書の啓林館機関誌『啓林』で英語クラブ紹介
学園 創立記念日
滝井高 「第 回国際高校生選抜書展」秀作賞に藤野貴世子

さん（ 年 組）
女子大 “近ごろの女子大生の 常識 ”社会コミ 宮本二

美生助教授ゼミ意識調査、毎日新聞に掲載
大和田高 第三回 大阪国際大和田杯争奪ソフトボール大会
女子大 人間科学部退職記念講演会
女子大 国際コミュニケーション学科 卒業研究発表会
女子大 短大 「試してみよう！パソコンなんか恐くない」（共催）

開催案内掲載
滝井高 帝国女子高校（昭和 年中退）西田佐知子さんの

「コーヒー・ルンバ」 年ぶりに蘇る
短大 家政科 釣田 敏子教授 退職記念講演会・茶話会
女子大 コミュニケーション学科 卒業研究発表会
女子大 人間健康科学科 卒業研究発表会
女子大 スポーツ行動学科 卒業研究発表会
短大 音楽コース卒業演奏会
大和田中 高 「釣り」授業 大阪日日新聞掲載
国際大 経情学部 山中均之教授、竹之内 脩教授退職記念

講演・懇親会
大和田中 イングリッシュフェスティバル
国際大 卒業研究発表会（自然・情報系）
大和田高 関西大学高校別合格者 ベスト にランキング
大和田高 第 回コーラス大会
滝井高 福井昭典校長がラジオ放送に出演
女子大 短大 学友会スキー スノーボード講習会（ ）
女子大 人健レジャ スポーツ冬季研修（ ）
国際大 学内企業セミナー
国際大 「増田英夫先生退職に係る感謝会」（ESS OB主催）
女子大 短大 学年末オーストラリア語学研修へ 名出発（ ）
女子大 短大 電子ジャーナル講習会
女子大 国際コミ 喜谷美宣教授総括歴史シンポジウム（寝

屋川市立エスポアール）
幼稚園 お別れ会
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女子大 短大 幼稚園保護者対象「図書館でリフレッシュ」（ 、
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幼稚園 園外保育 私市の芋ばたけへ芋ほり
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大和田中 高 教育文化週間私学教育功労者に大西光義教頭
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国際大 特別講義「現代の社会と法」案内、広報ひらかたに

掲載
国際大 法政経学部の東野裕人助教授が、関西文化学術研究
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開催案内掲載
滝井高 帝国女子高校（昭和 年中退）西田佐知子さんの

「コーヒー・ルンバ」 年ぶりに蘇る
短大 家政科 釣田 敏子教授 退職記念講演会・茶話会
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国際大 経情学部 山中均之教授、竹之内 脩教授退職記念
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国際大 卒業研究発表会（自然・情報系）
大和田高 関西大学高校別合格者 ベスト にランキング
大和田高 第 回コーラス大会
滝井高 福井昭典校長がラジオ放送に出演
女子大 短大 学友会スキー スノーボード講習会（ ）
女子大 人健レジャ スポーツ冬季研修（ ）
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世
紀
を
担
う
若
者
を
育
て
よ
う

大
阪
国
際
大
学

就
職
展
望

就
職
展
望

昨
年
に
続
い
て
厳
し
か
っ
た
就
職

環
境
も
ク
リ
ア
し
、
何
ら
か
の
企
業

に
就
職
し
て
い
っ
た
学
生
が
多
い
中

で
、
何
処
に
も
就
職
を
決
め
ず
フ

リ
ー
タ
ー
と
し
て
卒
業
し
て
い
っ
た

学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
る
。

こ
こ
数
年
、
大
学
新
卒
者
の
短
期

離
職
者
が
急
増
、
経
営
コ
ス
ト
を
考

え
新
卒
採
用
を
見
直
す
会
社
も
出
て

き
た
。
大
学
生
の
就
職
意
欲
は
年
々

下
降
傾
向
に
あ
り
、
全
国
大
学
就
職

研
修
会
で
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
も

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
学
生
に
実
社

会
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
ミ
ス
マ
ッ
チ

に
よ
る
短
期
退
職
を
防
止
し
よ
う
と
、

産
官
学
が
協
力
し
て
の
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
も
始
ま
っ
た
。

ま
た
、
一
般
に
学
生
の
マ
ナ
ー
も

年
々
悪
化
傾
向
に
あ
り
、
授
業
を
受

け
る
の
に
教
科
書
を
買
っ
て
な
い
学

生
す
ら
い
る
と
い
う
。
教
育
は
高
校

ま
で
、
家
庭
で
や
れ
る
事
は
、
学
校

社
会
で
は
や
ら
な
い
。
だ
か
ら
義
務

教
育
、
高
校
、
大
学
で
も
地
域
で
も
、

け
っ
し
て
叱
っ
た
り
し
な
い
。
当
然

な
が
ら
就
職
活
動
も
不
活
発
に
な
る
。

各
大
学
で
も
そ
ん
な
学
生
に
い
か

に
し
て
自
ら
の
こ
と
と
し
て
「
そ
の

気
に
さ
せ
る
」
か
が
課
題
。
本
学
で

も
従
来
手
法
に
限
ら
ず
、
学
生
の
喚

起
に
あ
れ
こ
れ
努
め
て
い
る
。

入
学
し
た
か
ら
に
は
、
一
生
懸
命

に
な
ろ
う
。
大
学
生
の
本
分
は
勉
強
、

そ
の
次
に
課
外
活
動
、
企
業
が
求
め

る
の
は
、
何
で
も
一
生
懸
命
に
な
れ

る
人
だ
。

お
互
い
も
た
れ
合
わ
な
い
で
、
自

分
の
や
る
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き
事
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や
れ
る
事
、
本

分
を
全
う
し
よ
う
。
そ
し
て
社
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の
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輩
た
る
大
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﹇
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う
。

（
大
阪
国
際
大
学

就
職
室
課
長

上
西
二
朗
）

就
職
活
動
の
基
本
は
自
己
分
析

大
阪
国
際
女
子
大
短
大

就
職
未
内
定
者
の
内
、
就
職
活
動

を
し
て
い
な
い
者
は
ど
の
く
ら
い
い

る
の
か
。
本
学
の
場
合
、
大
学
で
約

％
、
短
大
で
約

％
（
平
成

年

月

日
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
が
、

昨
年
と
比
較
し
て
大
学
で
約

％
、

短
大
で
約

％
減
少
し
て
い
る
。（
因

み
に
全
国
的
に
は
無
業
者
の

割
か

ら

割
は
就
職
活
動
を
し
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。）「
就
職
す
る
、

し
な
い
」
は
本
人
の
自
由
で
あ
る
が
、

教
育
の
成
果
を
社
会
に
還
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し
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大
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し
て
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使
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慮
す
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、
就
職
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る
学
生
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少
な
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と
い
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歓
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は
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就
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耳
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す
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見
つ
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な
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自
分
が
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に
向

い
て
い
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か
ら
な
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」「
就
職

活
動
の
方
法
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わ
か
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い
」
な
ど

で
あ
る
が
、「
就
職
活
動
の
方
法
が

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
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別
に

し
て
前
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の

つ
の
理
由
は
、
残
念

な
が
ら
就
職
活
動
す
る
以
前
の
問
題

で
あ
る
。
学
生
の
中
に
は
取
り
あ
え

ず
就
職
活
動
を
し
て
み
て
、
そ
こ
か

ら
自
分
に
適
し
た
仕
事
を
見
つ
け
る

と
い
う
や
り
方
を
す
る
者
も
い
る
が
、

現
状
、
早
期
化
、
厳
選
化
、
多
様
化

の
様
相
を
強
め
て
い
る
採
用
活
動
に

対
応
し
て
い
く
に
は
賢
明
な
や
り
方

と
は
思
え
な
い
。

卒
業
後
の
進
路
も
就
職
オ
ン
リ
ー

で
は
な
く
、
ま
た
、
就
職
し
て
も
会

社
に
守
ら
れ
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
る

と
い
う
終
身
雇
用
制
が
崩
れ
て
き
て

い
る
。
先
ず
は
近
い
将
来
の
こ
と
、

例
え
ば

年
後
、

年
後
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
ど
ん
な
仕

事
を
し
た
い
の
か
、
そ
し
て
仕
事
を

通
じ
て
ど
ん
な
能
力
を
身
に
つ
け
た

い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
肝
心
な
の
で
あ
る
。
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
の
中
で
就
職
を
考
え
行
動

す
る
こ
と
と
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も

や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
の
差
は
就
職
活
動
に
お
い

て
は
極
め
て
大
き
い
。
結
局
の
と
こ

ろ
、「
就
職
活
動
の
基
本
は
自
己
分

析
」
と
い
う
当
然
の
結
論
に
至
る
の

で
あ
る
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

進
路
相
談
室
課
長

定
國
通
雄
）

保
護
者

名
が
参
加

女
子
大
短
大
の
就
職

説
明
会
教
育
懇
談
会

月

日
の
土
曜
日
、
女
子
大
・

短
大
で
保
護
者
対
象
の
就
職
説
明
会

と
教
育
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
、

名
以
上
の
保
護
者
が
参
加
。

近
畿
圏
の
み
な
ら
ず
中
・
四
国
、
北

陸
な
ど
か
ら
訪
れ
る
保
護
者
も
お
ら

れ
、
ご
夫
婦
で
の
参
加
も
多
く
見
ら

れ
た
。

就
職
説
明
会
は
、

時
よ
り
奥
田

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、「
今

年
度
の
総
括
と
来
年
度
の
見
通
し
」

「
本
学
の
就
職
指
導
体
制
」
な
ど
を

説
明
。
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
保
護
者
か
ら
「
わ
が
娘
は
ま
だ

回
生
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
が
、
参

加
し
て
よ
か
っ
た
」「
意
識
改
革
の

た
め
の
情
報
、
チ
ャ
ン
ス
を
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

時
か
ら
は
、
各
学
科
に
わ
か
れ
、

教
育
懇
談
会
が
行
わ
れ
た
。
教
育
内

容
や
学
生
生
活
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
セ
ミ
ナ
ー
担
任
と
の
個
人
懇
談

で
は
、
留
学
や
資
格
取
得
、
日
頃
の

生
活
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
熱

心
に
や
り
と
り
さ
れ
た
。
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